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変革へのチャレンジ

２００８年６月６日

経営管理第１本部 ＩＲ部長 中 島 祐 二

5001 個人投資家向け説明会資料

～ 第４次中期経営計画 ～

新日本石油株式会社
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当社の事業構成① 売上高(２００７年度実績)

＜石油・天然ガス開発＞

売上高

７兆5,240億円

＜石油精製・販売＞

９１%

（７%）

３%

建設・その他

4, 270億円2,349億円

6兆8,621億円

＜うち石油化学＞

5,041億円
石油精製・販売

６%
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当社の事業構成② 経常利益（２００７年度実績）

＜石油・天然ガス開発＞

経常利益

2,757億円

＜石油精製・販売＞

５６%

（８%）

４０%

建設・その他

105億円1,113億円

1, 539億円

＜うち石油化学＞

226億円

石油精製・販売

４%

石油・

天然ガス開発
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当社グループの基本戦略

石油石油

自然

ｴﾈﾙｷﾞｰ

自然

ｴﾈﾙｷﾞｰ

電気電気
燃料
電池

燃料
電池

LNGLNG

輸入・備蓄
物 流

探鉱・開発 精製・生産

販 売

●石油だけでなく、さまざまなエネルギーを提供する
『総合エネルギー企業グループ体制』の確立

●探鉱・開発から販売に至る

『一貫操業体制』の確立

石油

化学

石油

化学

石炭石炭
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原油価格の推移
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（㌦／バレル）

【08年5月21日】

ＷＴＩ、初の130㌦/ﾊﾞﾚﾙ台へ
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最近のトピックス

との経営統合

ＥＮＥＯＳセルテックの設立日本海石油の原油処理停止

中国石油天然ガス集団公司（CNPC）

との石油精製合弁会社設立

・2009年３月末（予定）

・富山製油所

精製能力 ６万ﾊﾞﾚﾙ／日

・2009年４月（予定）

・大阪製油所

精製能力 １１.5万ﾊﾞﾚﾙ／日

輸出型製油所への転換

・2008年10月（予定）

・大分製油所

精製能力 １６万ﾊﾞﾚﾙ／日

燃料油国内販売シェア 2.3％ （06年度）

・2008年４月１日付

・｢定置用燃料電池事業｣の合弁会社

（出資：当社81%、三洋電機19%）



7
Copyright (C) 2008 NIPPON OIL CORPORATION
All Rights Reserved.

0

10

20

30

2007年 2010年 2015年

需要

その他
アジア

（百万BD）

生産

アジア・太平洋の需給見通し＊1

石油製品市場

第４次中計 － 事業環境見通し

2007→2010年 ： 国内需要 ▲２.0％／年

アジア需要 ＋４.4％／年

＊1当社推定 ＊2当社試算

（日本除き）

アジアのパラキシレン需給見通し＊2

石化製品市場

2007→2010年 ： 需要 ＋８％／年、生産 ＋９％／年

2010→2015年 ： 需要 ＋６％／年、生産 ＋４％／年
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2007年 2010年 2015年

需要 生産能力

百万㌧(百万㌧)
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第４次中計 － 重点テーマ

中・長期的成長戦略の実行

ＣＲＩ*のさらなる推進による石化事業強化

石油・天然ガス開発事業の着実な拡大

アライアンスを軸とする海外事業の強化

新規技術型事業の推進

短期的課題の解決

コア事業である石油精製・販売事業の立て直し

環境経営の推進

地球温暖化防止対策の推進

事業環境

原 油 高

石 油 需 要

石油化学製品

需 要 堅 調

環 境 問 題

国 内

ア ジ ア

・

・

⇒ 減

⇒ 増

＊Chemical Refinery Integration (石油精製と石油化学の統合)
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第４次中計 －石油精製・販売①

仙台 14.5万

根岸 34万

（富山 6万）

大阪 11.5万

水島 25万麻里布

12.7万

室蘭 18万

当社グ当社グループループ製油所製油所

原油精製能力

単位 ： *ﾊﾞﾚﾙ／日

新日石

当社グループ合計 144万ﾊﾞﾚﾙ/日

*１バレル＝１５９ℓ

大分（九石）
16万

（注）

＊1 精製能力合計

（出所：石油連盟 08年3月末）

＊2 富山製油所

（09年3末原油処理停止予定）

＊2

全日本の原油精製能力　（当社作成）

　元売ｸﾞﾙｰﾌﾟﾍﾞｰｽ 製油所数
能力

（万ﾊﾞﾚﾙ）
精製シェア

新日石
（九石大分を含む） 8 143.7 29.4%

東燃ｾﾞﾈﾗﾙ 4 83.6
出光興産 4 64.0
コスモ石油 4 63.5
昭和ｼｪﾙ石油 3 51.5
ｼﾞｬﾊﾟﾝｴﾅｼﾞｰ 2 47.5
その他 4 35.7
合　　計 *1 29 489.5
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第４次中計 － 石油精製・販売②

構造改革による石油精製・販売事業の立て直し

（２）製油所競争力強化

（１）最適生産・販売体制の確立構造改革の実行

・九州石油との経営統合

・富山製油所（日海石） 原油処理停止

・輸出拡大

・透明性の高い価格体系構築

・ＴＯＣＯＭ*の利用拡大

・コスト競争力強化のための設備投資

・製油所トラブル大幅削減

（３）石油化学事業強化

・九石統合と提携による能力増強

・グローバルニッチ商品の生産拡大
-400

-200

0

200

2005 2006 2007 2010

(億円)

＋400億円

　　　 石油製品
　　　 石油化学製品

石油精製・販売部門 経常利益（在庫影響除き）見通し

＊TOCOM：東京工業品取引所（The Tokyo Commodity Exchange）
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石油製品輸出数量見通し

最適生産・販売体制の確立

ＣＮＰＣ*との合弁事業

輸出の拡大

九州石油との経営統合

-

200

400

600

800

1,000

1,200

2005 2006 2007 2008 2009 2010

(万KL)

※ＣＮＰＣグループからの受託精製
およびボンド品含む

・大阪製油所を輸出型へ転換

第４次中計 － 石油精製・販売③

*中国石油天然ガス集団公司

（中国最大の石油会社）
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第４次中計 － 石油精製・販売④

石油化学事業の強化

グローバルニッチ商品の生産拡大

基礎化学品の生産能力増強

・国内外の生産設備能力増強
（ＥＮＢ＊１、ザイダー＊２、ワリフ＊３ほか）

パラキシレン生産能力

-

20

40

60

80

100

120

140

160

04年度末 07年度末 九石統合後

(万㌧)

長期目標200万㌧
市況、建設コストを
見極めた上で判断

世界シェアＮｏ．１

＊１ ＥＮＢ・・・・・自動車用特殊ゴム原料
＊２ ザイダー・・・電子部品用高性能プラスチック
＊３ ワリフ・・・・・ポリオレフィン不織布

＜国内パラキシレン生産能力＞

出所：経済産業省(07年12月末）

総合計

355万㌧／年

新日石

４６.2%

九石含み

ｼﾞｬﾊﾟﾝ

ｴﾅｼﾞｰ

出光興産

ＥＭ

その他



13
Copyright (C) 2008 NIPPON OIL CORPORATION
All Rights Reserved.

成長戦略の柱として

さらに事業を強化実績のあるコア４地域に重点投資

探鉱・既存ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの開発投資を拡大

億円

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

99年 00年 01年 02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年 10年

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

経常利益（左軸）

生産数量（右軸） 2015年までに

20万ＢＤ超を目指す
１４.5万BD

第４次中計 －石油・天然ガス開発①

（目標）
＊99年～04年までは営業利益での表示

1,800
（億円）

（万ﾊﾞﾚﾙ／日）
１７万BD

*

生産数量と経常利益見通し
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第４次中計 － 石油・天然ガス開発②

0

2,000

4,000

３次中計 ４次中計

探鉱

開発

資産買収

（億円） 4,300

2,400

1,300

2,300

700

1,100

300

1,000

探鉱投資・既存プロジェクト開発投資を拡大

石油・天然ガス投資内訳

減退抑制・新規開発

生産数量見通し

0

20

2004年 2007年 2010年

(万BD)

14.5万BD

既存
＋

開発

2010年 2015年2010年

11.1万BD

探鉱
＋

資産買収

20万BD超

17万BD
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引き続き実績のあるコア４地域に重点投資

プロジェクト別 生産スケジュール活動エリア

当社はベトナム、マレーシア、米国メキシコ湾にてオペレーターとして

生産活動の中心的役割を果たしている。また、英国北海および

リビアの探鉱事業においてもオペレーターとして活動している。

東南アジア

米国メキシコ湾

オセアニア

英国北海

リビア

カナダ

探鉱案件

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ
 タング

ベトナム
 フンドン

英国北海
 ｳｴｽﾄﾄﾞﾝ

英国北海
ﾌｨﾃﾞｨｯｸ

ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ

LNG

主要新規開発案件

2008

…… …

2009 2010 2015

ﾏﾚｰｼｱ PM308A

タイ B6/27

ﾍﾞﾄﾅﾑ 16-2

ﾏﾚｰｼｱ SK333

ﾘﾋﾞｱ

2011～
2014

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ
タング 第3ﾄﾚｲﾝ

カナダ
ｼﾝｸﾙｰﾄﾞ 拡張

…

第４次中計 － 石油・天然ガス開発③
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第４次中計 ー 海外事業展開

海外事業強化

海外潤滑油販売数量

海外潤滑油事業強化・拡大

-

10

20

30

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

(万KL)

潤滑油工場建設
・米国アラバマ州
・中国広州

アジア・太平洋地域での事業拡大

海外技術型事業の展開

・ＣＮＰＣ／ＳＫとの提携・協業が軸

・新たな生産／販売拠点確保を検討

・ ＊レコサール、精製プロセス技術、触媒等

＊石油精製副生品である硫黄を有効利用する建築・土木用資材
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その他

東京ガス大阪ガス

出光興産

ｼﾞｬﾊﾟﾝ

ｴﾅｼﾞｰ

第４次中計 ー 新規技術型事業①

家庭用燃料電池の設置および販売

家庭用燃料電池（ＦＣ）販売計画＜家庭用燃料電池設置状況＞

（2005～2007年度）

シェアＮＯ．１

（３８％）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2007 2010 2015

販売台数

（台）

新日本石油

８３１台総合計

２，１８７台
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第４次中計 ー 新規技術型事業②

ホームエネルギー戦略について

ＦＣシステム開発・生産体制再構築

・ＥＮＥＯＳセルテック＊設立

＊:ＥＮＥＯＳセルテック・・・当社出資81%、三洋電機出資19%

の定置用燃料電池事業の合弁会社。2008年４月設立。

太陽光発電システム事業を推進

・ＦＣ・ソーラー事業部設置

・スペースエナジー社への出資

・東大先端研との共同研究開始

ＦＣを核とするホームエネルギー戦略

【イメージ図】
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第４次中計 － 数値目標・計画

2010年度

原油価格：ドバイ原油 85 $/Ｂ

為替レート 105 円/$

石油精製・販売 260
 (石油製品） （ 140 )

　（石油化学製品） （ 120 )

石油・天然ガス開発 1,590
建設・その他 150

有利子負債 16,500 億円

ネットＤＥレシオ 100 ％以内

(１)財務目標・計画

(２)環境目標

 ＲＯＥ ８％

2,000

中・長期的に

10％を目指す

精製部門のエネルギー消費原単位 1990年度対比、2010年度20％削減

 経常利益(在庫影響除き)
（億円）

*

8,500 設備投資(３ヵ年累計)
（億円）

＊エネルギー消費原単位

常圧蒸留装置換算通油量当たりのエネルギー使用量
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0

1,000

2,000

3,000

第２次中計 第３次中計 第４次中計 第５次中計

（億円）

新規技術型事業寄与

構造改革による
石油精製・販売事業
の立て直し

石油精製・販売事業
収益悪化

石油・天然ガス開発事業拡大

海外事業寄与

ROE
８％

中長期的に

ROE
10％

在庫影響除き経常利益推移

第４次中計 － 経常利益推移
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第４次中計 － 財務戦略①

定常投資の削減

設備投資計画

戦略投資の拡大

1,800

6,700

　　　　　戦略投資

　　　　　定常投資

第４次中計

8,500
78%64%

第３次中計

6，629

4,247

2,382

（億円）

石油・天然ガス開発 4,300

石油精製・販売競争力強化 2,000

新規技術型事業ほか 400

投資の選択と集中

（億円）
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第４次中計 － 財務戦略②

0

10

20

2002年度 2004年度 2006年度 2008年度 2010年度
0%

1%

2%

円／株

第３次中計 第４次中計第２次中計

12円配当

10円配当

7円配当

20円配当

　　 １株当り配当（左軸）
　　 ＤＯＥ（右軸）

株主還元拡大

株主還元推移

＊ＤＯＥ:自己資本配当率＝
配当総額

自己資本

ＤＯＥ 目標 ２％以上

１株当り配当 年間20円/株

＊

※株主優待制度の廃止

2008年9月末の株主様を対象とした株主優待実施を

最後に、以後、本制度を廃止いたします。
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ＣＤＭ（Clean Development Mechanism）プロジェクト

随伴ガス（原油生産の際に発生するガス）を回収し、

有効利用することにより、ＣＯ２排出量を削減する仕組み。

世界最大級のＣＤＭとして国連機関にも登録（06年2月）。

10年間で、合計800万トンの削減量を見込んでいる。

今回、約450万トン（４年分）の排出権が発行された。

ベトナム南部沖・ランドン油田

第４次中計 － ベトナム油田ＣＯ2削減プロジェクト
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第４次中計 － 当社戦略のまとめ

～ 変 革 へ の チ ャ レ ン ジ ～

原 油 高

環 境 問 題

環 境 経 営 推 進環 境 経 営 推 進

石油精製・販売事業の立て直し石油精製・販売事業の立て直し

上 流 事 業 の 着 実 な 拡 大上 流 事 業 の 着 実 な 拡 大

新規技術型事業の推進新規技術型事業の推進

海 外 事 業 の 強 化海 外 事 業 の 強 化

国内石油需要減

アジア石油需要増

技 術／人 材
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新日本石油グループ理念

エネルギーの未来を創造し
人と自然が調和した豊かな社会の
実現に貢献します
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本資料に記載されている当社の業績見通し、経営目標等のうち、歴史的事実でないものにつきましては、
現時点で入手可能な情報に基づき、当社の経営陣が判断したものであります。
実際の業績等につきましては、さまざまな要素により、これらの業績見通し等と大きく異なる結果になりう

ることをご承知置き下さい。従いまして、業績見通し等に全面的に依拠して投資判断を下すことは、控えて
いただきますようお願いいたします。
なお、実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、原油価格、石油・石油化学製品の需要動向お

よび市況、為替レートならびに金利の動向が含まれますが、これらに限定されるものではありません。

＜見通しに関する注意事項＞

本説明会資料やIR全般に関するご意見、ご感想、お問い合わせは、
下記のIR担当までお願いいたします。

新日本石油株式会社
経営管理第1本部 IR部IRグループ

TEL（03）‐3502‐1184

http://www.eneos.co.jp
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以下、参考資料
（質疑応答用）
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在庫影響について

➢後入先出し法を採用した場合の原価（仕入価格＝売上原価）と、

総平均法（仕入価格と在庫価格の加重平均＝売上原価）による

実際の原価との差を表します。

期初在庫 期中仕入 期末在庫 売上原価 期初在庫 期中仕入 期末在庫 売上原価

80＄ 100＄ ⇒ 97＄ 97＄ 80＄ ⇒
63＄ 63＄

70日分 365日分 70日分 365日分

　　　　　　＊　原油価格はモデル値であり、実際の価格とは異なっています。

60＄

原油価格下落局面原油価格上昇局面

売上原価の上昇は時価に比べ緩やか 売上原価の低下は時価に比べ緩やか

(期中仕入100$に対し、売上原価は97$となる） (期中仕入60$に対し、売上原価は63$となる。）
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Ｄｒ．Ｄｒｉｖｅについて

高付加価値型ｻｰﾋﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ

Ｄｒ．Ｄｒｉｖｅ（ﾄﾞｸﾀｰﾄﾞﾗｲﾌﾞ）の展開

全国約２，３００か所

ＳＳと整備工場という２つの機能を

併せ持ち（国家資格整備士が在籍）、

高品質なカーケアサービスを提供

お客様の安心・爽快なドライブを

サポートするサービスステーション

こだわりの手洗い洗車

（当社系列ＳＳ総数 全国約10,000か所）

国内 NO.1
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新エネルギー（電気事業マップ）

●電力卸売り事業

●電力小売り事業

＜製油所インフラなどを生かした発電プロジェクト＞

・大口需要家向けに販売

・電力会社向けに販売
新日本製鉄、三菱商事

との合弁事業

東京ガスとの合弁事業

2008年４月運転開始
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新エネルギー（天然ガス事業）

ガス採掘

マレーシア

インドネシア

液 化 ＬＮＧ受入れ

水島ＬＮＧ基地

八戸ＬＮＧ基地

需要家へ販売

日本国内
韓国・中国 など

マレーシア（ﾃｨｶﾞ）

＜期待が高まるクリーンエネルギー＞

《天然ガスが供給されるまで》

日本で初めて、ガス採掘から販売まで

すべて手がける一貫操業体制を確立

ティガ

タング

インドネシア（ﾀﾝｸﾞ）

ｲﾒｰｼﾞ図
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環境対応型商品の研究開発

業界の取り組み（バイオ ガソリン）

水素化バイオ軽油

植物油などから作られる

環境にやさしい軽油

国内最先端のエンジン

清浄性能を実現した

環境ハイオクガソリン

ENEOS NEWヴィーゴ

第二世代バイオディーゼル燃料 実用化共同プロジェクト

バイオガソリンの販売開始

2007年4月27日

関東地区５０か所でｽﾀｰﾄ

（当社系12か所）
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主な海外拠点

新日石液晶蘇州
(LCフィルム)

Nippon Oil  Thailand

台湾日石

Nippon Oil Australia
(石炭)

Nippon Oil Malaysia
(カーショップ)

Nisseki Chemical Texas
Atlanta Nisseki CLAF

天津日石

新日石上海

Nippon Oil  Asia

広東華創
(ターミナル)

Sunrise Chemical

美昌石油

Nippon Oil  Europe

石油化学事業

その他

潤滑油事業

日照雪佛龍
(ターミナル)

北京事務所
(統括拠点)

ジャカルタ事務所

アブダビ事務所

新日石(広州)潤滑油

Nippon Oil Lubricants 
America

Atlanta Nisseki CLAF

ヨーロッパ事務所

香港事務所

Nippon Oil U.S.A

ロサンゼルス

Nippon Oil U.S.A

シカゴ

Nippon Oil U.S.A

ビューストン



Copyright (C) 2008 NIPPON OIL CORPORATION
All Rights Reserved.

英国北海

ロンドン事務所

ミャンマー

クアラルンプール分室

東京（本社）

ベトナム事務所

マレーシア
インドネシア

オーストラリア

パプアニューギニア

カナダ

米国メキシコ湾

ヒューストン事務所

生産中エリア

開発中エリア

探鉱中エリア

オフィス

＜主な石油・天然ガス開発プロジェクト拠点＞

日本

ベトナム

ミリ事務所

リビアトリポリ

事務所

タイ

ホーチミン事務所
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＜スプレッド （ガソリン末端価格ー原油CIF）の推移＞

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

25.1

円／Ｌ

12.1

58.0

85.0

04/4月99/4月 08/3月
(実勢)

02/4月 03/4月

25.3

46.2

ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞ
最小値

（03/2月）

ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞ
直近値

(3月実勢)

05/4月

42.0

05年度平均

68.0

06/4月

ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞ
最大値

（04/12月）

28.3

59.2

27.4

03年度平均

04年度平均

02年度平均

46.0

23.3

37.2

23.2

47.3

55.9

28.5

 
　　　　　   レギュラーガソリン末端価格（消費税、ガソリン税抜き）

　　　　  　原油通関ＣＩＦ（関税＜＊＞、石油税、金利含み）
　　　　   ＊06年3月までは含む。06年3月の原油関税の撤廃に伴い、06年4月以降は含まない。

06年度平均

49.0

75.7

07/4月

　1999年4月
　　　合併

22.7 20.9
24.1

30.9

26.0 26.7

27.0

27.6

07年度平均

64.6

92.2

出所：石油情報センターほか

06/4-6 06/7-9 06/上期 06/10-12 07/1-3 06/下期 06/通期 07/4-6 07/7-9 07/上期 07/10-12 08/1-3 07/下期 07/通期
25.4 27.2 26.3 29.6 25.1 27.3 26.7 24.3 27.7 26.0 28.5 27.7 28.1 27.0
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経常利益およびＲＯＥの推移

【第１次中期経営計画】 【第２次中計】 【第３次中計】

*ＲＯＥ（Return On Equity ％） ＝ 当期純利益 ÷ 株主資本

333

710

908

1 ,517
1 ,427

1 ,866

571629

2 ,124

3 ,091

2 ,757

1 ,078

1 ,958

813

427
544

333

629

11.8%

5.9%

16.0%

14.8%

-15.2%

3.5%2.6%3.4%

-0.6%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

99年度 00年度 01年度 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度

-20.0%

-15.0%

-10.0%

-5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%
経常利益（左軸）

【在庫影響除き】経常利益（左軸）

ＲＯＥ（右軸） 

億円

*
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財務体質の推移（有利子負債、自己資本、ﾈｯﾄD/Eﾚｼｵ）

＊ネットＤ／Ｅレシオ（％） ＝ （有利子負債－手元資金）／自己資本

兆円

84%
84%88%86%

102%101%

90%

103%

120%

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

99年度 00年度 01年度 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%有利子負債(左軸)

自己資本(左軸)

ﾈｯﾄD/Eﾚｼｵ(右軸)*


